
※症状によっては出席停止期間が延長されます。 

 

 

 

 

R７・10  流山市立おおたかの森中学校 

 

１０月に入り、朝夕の気温がぐっと下がり、少しずつ秋が深まってきました。気温差に体が慣れ

ず、体調を崩しやすく、感染症も流行り出す時期です。上着や服装で調整しながら、毎日を元気

に過ごしましょう。 

 

感染症と出席停止期間 

インフルエンザの出席停止期間は、 

「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２

日を経過するまで」とされています。 

また、新型コロナウイルス感染症は、                      

「発症した後５日を経過し、かつ、症状が 

軽快した後１日を経過するまで」とされています。 

医療機関にてインフルエンザや新型コロナウイルス感染症等と診断された場合には、出席停

止となります。医師の指示に従い、登校を再開してください。 

朝、体調が悪いと感じる場合は無理をして登校せず、家庭で様子を見ましょう。また熱や喉の

痛み、咳等がある場合には、是非受診をしてください。 

 

 

秋になってから、こんな症状ありませんか？ 

よく聞くアレルギーは体を守る「免疫機能」の過剰反応によるものですが、寒暖差アレルギー

は、体のコントロールをしてくれる「自律神経」が、急な温度変化でうまく働かなくなってしまうこ

とが原因で起こります。正確には「アレルギー」ではないのですが、症状が似ているのでこのよう

に呼ばれています。対策次第で症状を和らげることができます。 

① 温度差対策を！ 

服装で、気温差に自分で対応しましょう。一枚羽織るものを持っておくと便利です。 

② 規則正しい生活を！ 

バランスのよい食事、十分な睡眠を心がけましょう。自律神経を整えてれます。 

目の健康について  

学校での視力検査の結果、治療勧告を配付した人は、２７４人（全体の４８．２％）いました。 

現在、病院に行った人は１０２人（治療率 ３７．２%）です。昨年より治療率が低いです。 

近視は予防や早期発見がとても重要です。視力検査で視力低下や、近視を指摘された場合

は、早めに眼科を受診しましょう。 

 

目に優しい行動 

① 画面を見る時間は１時間ごとに休憩をとろう 

② 明るい場所で勉強や読書をしよう 

③ スマホや本は目から３０ｃｍ以上、離して見よう 

④ 外で遊んで目の筋肉をリフレッシュ 

⑤ しっかり睡眠をとって目を休める 

 

  目に優しい生活を続けて、いつまでも元気な目を守りましょう。 

  

今年度の視力検査では治療勧告を配付されなかった人も、視力は変化します。見えづらくな

ったと感じた場合も、眼科を受診しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

※参考：（株）日本学校保健研修社発行 月刊誌「健」202５年１０月号 
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